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↑日時賄和5三月∵．臼（金）』・

　　　　　　　午後．2時～5時

2・場　所’　宇宙開癸姿負芸会詳・室．

5　　零　宇τ聯癸に隙する基本計敵ついて

4．　資　　料

　　　　　　　　　G

斐6二1　第5由宇齢誘電融（量例会討
　　　　　　議事要旨（柔）　＼

装6＿21 @宇宙開発σ鰍する基本罐・、條）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委6－L三

　　　　　弟5回宇徳廃発委負会（定例会謎）

　　　　　　謬　事・　要・旨（集）

1。　日　　時　　賄鯨54年5月14日（水）

　　　　　　　　午後2控～5時

2．『 黶@　所　　宇憲降高義員会会謎室

5　議　　題　　宇密漁葬計画の改訂について　　、　　一

4．　資　　料

委5－1．第4醇離搬蝕（輪会書ζ）議瓢旨㈲

裂5－2　宇宙1揆計μ鰭1和5ろ年度決定）（案）

5．，出張老

　　誤審南癸勢画会婦負長代珍　　　　　　　　網　島　　毅

　　宇竃藤癸斐負会安員　　　　　　　　　　青　識　雅　夫

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　八　藤　東　喬

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　’　　錆　藤　成　文

　濁係省庁歓鼻弩

　　科学む載f庁観舞輩墜；鳶憂　　　　　　　　叢好・山　窺　造

　　　　〃　　長’自’官房参事官’　．　　　‘神　津　信　男

　　文舜翁面術国家彫縞官　　　　　　手塚　先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代鍵段三枝）

　　漁商脆染省工門崎術院紘務都長　　　　　服　都　典・徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（〃：高僑）
　　違葡着大臣官房塗事官　　　　　　　』　　西　村　康　雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃、：岡：本）

　　　1気象庁口紅－’　　・和良英明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（1〃：山中）

曽’　　　．

　　　’

　蓮輔省海凝呆女庁総痴1～士乏　．　　　沼越淫也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：石井）

　郵政衙電波監理局鋤三・1・官　　．　　　　　浜　田　　望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〃　：飯田）

　　　〃　　　〃　　　　　　　　　　　　九　里　　茂

　宇齢1薩事業団　　　　　　　・’，飯塚裕久
箏為馬

　科字〆・術庁勧究艶募・局宇宙企画蘇畏　　・塘　内　昭　鶴

　　　　；　’　　〃　　宇宙国除1課長　　　　佐　藤　弁　克

　　　　〃　　　　〃　　宇制｝il発詠長．　鈴　木　　晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6．　言湖：♂塾旨　’

u）　前回議争要旨

　　　錦4画宇宙廟発安只会（臨時会論）の諺摯饗旨が確認され

　　π．o

（1ろ｝宇宙開発計画び）以訂について

　　　争務局から、資料会5－2に雑ついて砒り」が行われたのち、

　　宇宙開発計画（陀和b5年展：決定）が原桑とおり決宇された・

、
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宇宙向発に間する基本計画（案）
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　我か国の宇宙闇発に関する下墨計画を下記のとおり定めること

紀ついては異講がないう

勤
」
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　近年、宇宙技術の急速な発展により、宇宙の科字研究及び逓信、

気象観測等の宇宙利上が広く行われるようになってきたが・さらに

スへ：＿スシヤトル等新たな宇宙鞄送システムか具体化レて：きたこ

とにより、世界的に字詰の伽究及び利用が広範に幌進される新た

な昧代を迎えようとしている。

　一方、我が葭においても、これまでの十数年の努力により宇宙

開発の基礎萎めの段晴を終え、科学研究及び実利用の両分野にわ

たって多様な開発活動が司能となってきた・

　このような情勢を踏まえ、我が国としてはさらに一層宇宙熊発

を推進することとし、次により藤係各界の総力をあげてこれに取噛

り組むこととする・

1．　隔発の尖地は、宇震li’i溌委員会が定めた宇宙開発計画（貼和

　55年度決定）に暴ついて行う。

2，　匪発体制については、宇宙隔発委員会における重要施策の企

　底調脇機能の一層の禿実強化を図る。言た・臨係各機闘は・宇

　宙開発委負会の方針に沿って、その分担と役割に応じ柚互の協

　力を羅持しつつ伽究及びll拷をを遙める。

5　陶発を進めるに当たっては、進捗状況の把握及ひ成果の評仙

　を行いつつ・計画の管理を合勤的に行うとともに・特に資金の

　効率的な迩用に配慮する。
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5　4研第1　9号
昭和54年5月22日

　宇宙開発委員会委員長

　　　　　金　子　岩　三　　殿

　　　　　　　　　　　　　禦舗

　　　　　　宇宙開発に関する基本計画について

　標記の件について’、別紙のとおりこれを定めたく、宇宙開発事

業団法（昭和44年法律第50号）第24条に規定する貴委員会

の議決を要請する。
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宇宙臨発に関する基本計画

．、　別　紙

我力国の宇宙開発に：関する慕不計画を下記のとおり定める。
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　近年、宇憲技術の急速な癸展により、宇宙の科学研究及び逓信、

気象観測等の宇宙利朗が広く行われるようになってきたが・さらに

スペースシャトル等新たな宇宙輸送システムか具体化してさたこ

とにより、世界函に宇宙の伽究及び利哨が広範に促進される新た

な瞠代を迎えようとしている。

　一方、誠が薗においても、これまでの十数年の努力により宇宙

開発の基健面めの段晴を終え、科学研究及び実利用の両分蜂にわ

たって多様な開発活動が司能となってきた。

　’このような情勢を踏まえ、我が睡としてはさらに一層宇宙開発

を推進することとし、次により葭係各界の総力をあげてこれに取

り組むこととする。

1．　隔発の実施は、宇宙艶発委員会が定めた宇窃開発計画（貼和

　55年度決定）に基づいて行う。

2．隣発体制については、宇宙開発委員会における重要施策の企

　画読整機能の一層の充実強化を図る。査た、臨係各機臨は、宇

　宙開発委負会の方針に沿って、その分担と役割に応じ柏互の協

　力を維持しつつ伽究及び開灸を遙める。

5　開発を進めるに当たっては、進捗状況の把握及び威果の評価

　を行いつつ、計画の管理を合聾的に行うとともに・特に資金の

　効率的な迩用に配慮する。
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